
～
札
幌
交
響
楽
団
　
鶴
居
公
演
～

～
札
幌
交
響
楽
団
　
鶴
居
公
演
～

　
札
幌
交
響
楽
団
鶴
居
公
演
が
鶴
居
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ

　
札
幌
交
響
楽
団
鶴
居
公
演
が
鶴
居
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、６
０
０
人
を
超
え
る
観
客
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

れ
、６
０
０
人
を
超
え
る
観
客
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
ラ
デ
ツ
キ
ー
行
進
曲
で
は
、
観
客
も
手
拍
子

　
ま
た
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
ラ
デ
ツ
キ
ー
行
進
曲
で
は
、
観
客
も
手
拍
子

で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
参
加
し
、
親
し
み
を
深
め
た
よ
う
で
し
た
。

で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
参
加
し
、
親
し
み
を
深
め
た
よ
う
で
し
た
。
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自
治
功
労
・
公
益
功
労
・
産
業
功
労
の
三
分
野
で
16

名
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
る

　

平
成
23
年
度
の
村
治
功
労
者
の
表
彰
式
が
、
11
月
４
日
（
金
）
に
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
つ
る
い
に
て
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

村
治
功
労
者
表
彰
は
、
鶴
居
村
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
村
の
政
治
、
経
済
及
び
文
化
な
ど
の
各
分
野
に

お
い
て
、村
勢
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、そ
の
功
績
を
讃
え
、表
彰
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
自
治
功
労
者
、
公
益
功
労
者
、
産
業
功
労
者
と
し
て
16
名
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
、
日
野
浦

村
長
か
ら
当
日
出
席
さ
れ
た
受
彰
者
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

大　山　尚　良 さん（鶴居市街）
　議会議員として 10 年以上在職

久保田　武　男 さん（鶴居市街）
　議会議員として 10 年以上在職

瀬　川　勝　巳 さん（下雪裡）
　議会議員として 10 年以上在職

大　石　清　司 さん（支雪裡）
　農業委員として 15 年以上在職

鈴　木　雅　典 さん（下久著呂）
　農業委員として 15 年以上在職

𠮷　田　保　博 さん（中幌呂）
　農業委員として 15 年以上在職

坂　本　和　也 さん（支幌呂）
　消防団員として 15 年以上在職

宮　崎　　　悟 さん（上幌呂）
　消防団員として 15 年以上在職

平成２３年度村治功労者の皆さんと村関係者による記念写真

日野浦村長から受彰者へ表彰状と
記念品が手渡されました

受彰者を代表し、大山尚良さんが
謝辞を述べました

道　尾　ヨ　シ さん（鶴居市街）
　地域振興及び地域福祉等のため多額の寄付

増　田　君　枝 さん（中久著呂）
　本村に50年以上在住し、親子３代にわたり農業に従事
清　水　勝　子 さん（下雪裡）
　本村に50年以上在住し、親子３代にわたり農業に従事
松　下　ユ　キ さん（中雪裡）
　本村に50年以上在住し、親子３代にわたり農業に従事
松　井　マ　サ さん（上幌呂）
　本村に50年以上在住し、親子３代にわたり農業に従事
遠　藤　ト　シ さん（下久著呂）
　本村に50年以上在住し、親子３代にわたり農業に従事
佐　藤　シズ子 さん（茂雪裡）
　本村に50年以上在住し、親子３代にわたり農業に従事
東　　　喜代子 さん（中幌呂）
　本村に50年以上在住し、親子３代にわたり農業に従事
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販売期間・場所について
①平成２３年１１月３０日（水）のみ
　　　幌呂農村環境改善センター　　午前９時～午後７時
②平成２３年１２月　1日（木）～１２月１５日（木）まで
　　　鶴居村総合センター１階特設会場（鶴居西１－１）
　　　午前９時～午後７時　　土・日曜日も販売致します。

ご利用期間・場所について
平成２４年２月２９日（水）まで　　期限後は使用できません
取扱店ポスターのある商店、事業所でご利用できます

商品券の内容について
１０，０００円で１５，０００円分の商品券が購入できます。
（1,000円券10枚・500円券10枚）
おひとり様、１セットのみの購入で、先着１,４００
名に販売。

商品券が購入できる方は・・・
鶴居村に住民票のある16歳以上の方
重複の購入は絶対出来ません！！

お問い合せ　鶴居村商工会　℡0154-64-2453
　鶴居村鶴居西１－１（鶴居村総合センター内）

鶴居村
「美しい村プレミアム商品券」

販売について

今年も、「美しい村プレミアム商品券」の　販売が決定販売が決定　しました！
　　　　　　　　　１０，０００円で、村内のお店で使える

　　　　　　　　“１５，　　　　　　　　“１５，０００００円分の商品券”０円分の商品券”　が購入できます。
　　　　　　　　　　そこで、「美しい村プレミアム商品券」の

　　　　　　　　　　購入や利用　　　　　　　　　　購入や利用　について、お知らせいたします。

必ずお読みください！

重要②
ご家族分、まとめての購
入も可能です。
　ご本人を証明する物の
他ご家族の氏名等を受付
時にご記入頂きます。

重要①
運転免許証、保険証、パ
スポートなど、購入者ご
本人が村民である旨を証
明できるものをご持参下
さい。

抽選会など
楽しい企画も
あるよ！



　フレッツ光（有料）が１２月１２日（月曜日）から利用可能となります。
利用を希望し申し込みされている方については、順次工事を行い、NTT東日
本と契約を取り交わした後に利用開始となります。
インターネット申し込みについては、期限は設けておりませんので随時申込み
の受付を行っています。

IP告知端末設置の宅内工事について

　IP告知端末設置の宅内工事は、現在幌呂地域の工事を行っており、他の地域
についても順次工事を行っていきます。
　工事期間中は、何かとご迷惑おかけすることが多々あるとは思いますが、引
き続きご協力の程よろしくお願いいたします。

IP端末利用説明会について

　IP告知端末の地域説明会については、来年２月頃を予定しています。（別途
ご案内）

役場からのお願い！！

　鶴居村内に敷設されております光ケーブルの多くは、NTT東日本並びに北
海道電力が所有する電柱に共架されています。
地上からケーブルの高さはルールに則ったものであり、基本的に車両の通行に
支障が無いよう設置されています。
　来年度（H24年度）より本格的な稼働が始まりケーブルの切断事故等があった
場合、インターネットが使えず、場所によっては携帯電話の通話ができないケー
スが考えられることから、特に大型車両の通行又は大型の重機等で作業をされ
る方は十分に注意願います。

【お問合せ先】 鶴居村役場産業課情報推進係（☎６４－２１１４）

鶴居村情報通信基盤施設整備について鶴居村情報通信基盤施設整備について
（行政サービス・光ブロードバンドサービス）（行政サービス・光ブロードバンドサービス）

特 集

第６回
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札
幌
交
響
楽
団
の
鶴
居
公
演
が
鶴
居
小

学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
村
内
の
小
・

中
学
生
や
一
般
村
民
な
ど
、
多
く
の
方
々

が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
に
触
れ
ま
し

た
。

　

普
段
、
高
度
な
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
の

少
な
い
鶴
居
村
に
お
い
て
、
地
域
の
芸
術

文
化
の
向
上
な
ど
を
図
る
た
め
に
開
催
さ

れ
た
も
の
で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
中
で

も
最
も
有
名
な
曲
の
一
つ
と
い
え
る
「
運

命
」（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
）
な
ど
４

曲
の
演
奏
、
ま
た
、
曲
間
に
は
指
揮
者
高

関
健
氏
の
ト
ー
ク
も
あ
り
、
よ
り
親
し
み

を
持
っ
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
醍
醐
味
を
堪

能
し
た
よ
う
で
し
た
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
酔
い
し
れ
ま
し
た

　

札
幌
交
響
楽
団
鶴
居
公
演

10
／
23

オーケストラの迫力に魅了されました

10
／
31
鶴
居
中
学
校
が
震
災
被
災
地
支
援

　

義
援
金
と
手
作
り
栞
を
送
付

　

こ
の
ほ
ど
、
鶴
居
中
学
校
が
震
災
被
災
地

に
対
し
、
義
援
金
１
１
，
７
９
３
円
と
手
作

り
栞
１
８
１
枚
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
「
自
分
た
ち
に
何
か
で

き
る
事
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
検
討
し
た
と

こ
ろ
、
生
徒
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
が

中
心
と
な
っ
て
、
義
援
金
を
募
り
、
全
校
生

徒
79
人
に
よ
る
手
作
り
栞
の
作
成
に
至
っ
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
後
、
義
援
金
に
つ
い
て
は
赤
い
羽
根

募
金
へ
寄
付
、
栞
に
つ
い
て
は
釧
路
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
協
議
し
、
被
災
地
へ
送
付
さ

れ
る
予
定
で
す
。

１日でも早い復興への願いが
込められています

10
／
23
消
防
団
第
１
分
団

　

消
防
署
合
同
ク
リ
ー
ン
作
業
を
実
施

　

鶴
居
消
防
団
第
１
分
団
（
小
野
寺
正
幸

分
団
長
）
で
は
、「
火
災
予
防
」
と
「
美

し
い
村
づ
く
り
」
に
向
け
た
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
消
防
署
員
と
合
同
で
鶴
居

市
街
地
区
の
ク
リ
ー
ン
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
鶴
居
消
防
署
前
を
ス
タ
ー
ト

し
、
野
球
場
や
サ
ッ
カ
ー
場
な
ど
の
公
共

施
設
周
辺
道
路
沿
い
を
中
心
に
ゴ
ミ
の
回

収
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
火
ば
さ
み

な
ど
を
使
い
な
が
ら
小
さ
な
ゴ
ミ
ま
で
見

逃
さ
な
い
よ
う
、
一
生
懸
命
作
業
に
当

た
っ
て
い
ま
し
た
。

10
／
15
〜
31

　

鶴
居
消
防
署
で
は
、
10
月
15
日
か
ら
31
日
ま
で
秋
の
火

災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
消
防
車
に
よ
る
防
火
パ

レ
ー
ド
や
一
般
住
宅
へ
の
防
火
査
察
を
実
施
し
、
村
民
の

防
火
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。
村
民
の
皆
様
の
お
か

げ
で
、
期
間
中
火
災
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
、
空
気
の
乾
燥
と
と
も
に
気
温
の
低
下
に
よ

り
暖
房
器
具
の
使
用
が
増
え
る
た
め
、
さ
ら
に
火
災
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
注
意
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
一
般
住
宅
へ
の
防
火
査
察
の
際
、
今

年
６
月
よ
り
設
置
が
義
務
化
さ
れ
た
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
状
況
も
併
せ
て
調
査
し
ま
し
た
。
５
月
の
調
査
時

よ
り
も
62
世
帯
の
増
加
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た

め
に
も
早
急
に
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

秋
の
火
災
予
防
運
動

　

期
間
中
、
火
災
ゼ
ロ
！

防火パレードの様子

クリーン作業の様子
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11
／
９

　

こ
の
ほ
ど
、
村
観
光
協
会
主
催
に
よ
る
キ
ラ

コ
タ
ン
岬
自
然
探
勝
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
探
勝
ツ
ア
ー
は
、
秋
の
釧
路
湿
原
を
満

喫
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
鶴
居
村
が
持
っ
て
い
る
魅
力
を
、
村

民
に
再
確
認
し
て
も
ら
う
た
め
に
実
施
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
和
田
正
宏
氏
（
同
協
会
副
会
長
・

ホ
テ
ル
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
オ
ー
ナ
ー
）
の
ガ
イ
ド
に

よ
り
、
キ
ラ
コ
タ
ン
岬
ま
で
の
自
然
を
徒
歩
で

探
勝
し
た
ほ
か
、
こ
の
時
季
に
し
か
見
ら
れ
な

い
晩
秋
の
釧
路
湿
原
の
絶
景
に
、
参
加
者
か
ら

は
、
終
始
、
歓
喜
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

鶴
居
村
総
合
文
化
祭
が
10
月
31
日
か
ら

11
月
３
日
ま
で
の
４
日
間
、
総
合
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
と
な
っ
た
31
日
は
、
各
サ
ー
ク
ル

が
日
頃
の
活
動
で
制
作
し
た
作
品
や
個
人

作
品
の
展
示
、
ま
た
教
育
委
員
会
が
主
催

す
る
寿
大
学
の
学
生
や
村
内
小
中
学
生
の

作
品
な
ど
、
老
若
男
女
問
わ
ず
多
く
の
力

作
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
３
日
に
行
わ
れ
た
芸
能
発

表
で
は
、
民
謡
や
大
正
琴
、
詩
吟
や
ダ
ン

ス
な
ど
多
彩
な
発
表
が
行
わ
れ
、
来
場
者

か
ら
は
、
惜
し
み
な
い
拍
手
が
贈
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

10
／
31
〜
11
／
３
文
化
に
親
し
み
芸
術
の
秋
を
楽
し
む

　

鶴
居
村
総
合
文
化
祭
が
開
催

手作りの木のおもちゃがずらり

どれも力作ぞろいです鶴居中学校吹奏楽部による発表

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
の
自
然
を
満
喫

　

鶴
居
村
キ
ラ
コ
タ
ン
岬
自
然
探
勝
会

和田氏の説明に聞き入る参加者たち

平成23年12月号　６

古
本
を
無
料
で
提
供

　

第
４
回
み
な
く
る
図
書
館
ま
つ
り

11
／
12
・
13

　

こ
の
ほ
ど
、
ふ
る
さ
と
情
報
館
み
な
く
る
に

お
い
て
、「
第
４
回
み
な
く
る
図
書
館
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
本
市
で
は
、
絵
本
や
児
童
書
を
含
む
図
書

や
雑
誌
が
、
訪
れ
た
人
々
に
無
料
で
提
供
さ
れ

た
ほ
か
、
星
座
の
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

コ
ー
ナ
ー
や
利
用
者
の
オ
ス
ス
メ
す
る
本
が
展

示
さ
れ
た
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
、
情
報
館
全

体
が
楽
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

星座のクイズに挑戦中！



参加者代表による交通安全宣言

11
／
16
悲
惨
な
交
通
事
故
の
撲
滅
を
目
指
す

　

鶴
居
村
交
通
安
全
村
民
大
会
が
開
催

　

悲
惨
な
交
通
事
故
の
撲
滅
を
目
指
し
、
明
る
い
村

づ
く
り
に
向
け
た
鶴
居
村
交
通
安
全
村
民
大
会
（
鶴

居
村
・
鶴
居
村
交
通
安
全
運
動
推
進
協
議
会
主
催
）

が
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
個
人
や
村
内
各
事

業
所
な
ど
か
ら
多
く
の
村
民
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
交
通
事
故
の
現
状
や
実
態
に
つ

い
て
、
釧
路
警
察
署
の
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
な

が
ら
、
交
通
事
故
の
悲
惨
さ
を
理
解
し
、
そ
の
撲
滅

へ
の
気
持
ち
を
強
く
し
た
よ
う
で
し
た
。

　

最
後
に
は
、
参
加
者
代
表
が
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
を
図
り
、
悲
惨
な
交
通
事
故
撲
滅
に
向
け
た
交
通

安
全
宣
言
を
行
い
、
参
加
者
た
ち
は
交
通
安
全
運
動

推
進
に
向
け
た
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

11
／
12
〜
24

　

現
在
、
浦
幌
か
ら
釧
路
へ
向
け
て
建
設
中
の
北
海
道
横

断
自
動
車
道
の
建
設
に
係
る
パ
ネ
ル
展
が
総
合
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル
前
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
横
断
自
動
車
道
は
、浦
幌
釧
路
間
が
未
開
通
で
、

こ
の
路
線
が
開
通
す
る
こ
と
で
、
札
幌
釧
路
間
が
全
線
開

通
し
ま
す
。

　

浦
幌
釧
路
間
は
、
工
事
区
間
が
山
間
部
で
あ
り
、
ト
ン

ネ
ル
な
ど
の
掘
削
に
は
最
新
の
技
術
が
投
入
さ
れ
、現
在
、

釧
路
に
向
か
っ
て
着
実
に
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

展
示
パ
ネ
ル
は
、
工
事
の
様
子
や
全
線
開
通
に
よ
る
経

済
効
果
な
ど
が
よ
く
理
解
で
き
る
内
容
で
、
立
ち
寄
っ
た

村
民
も
興
味
深
く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

早期開通に向けて順調に工事が進んでいます

高
速
道
路
の
早
期
開
通
を
目
指
し

　
「
北
海
道
横
断
自
動
車
道
」
建
設
パ
ネ
ル
展

11
／
７
・
18
異
業
種
の
方
々
が
村
の
活
性
化
を
議
論

　
「
村
づ
く
り
異
業
種
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」

　

村
の
現
状
や
将
来
を
話
し
合
う
「
村
づ
く
り
異
業

種
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」（
村
振
興
課
主
催
）が
開
催
さ
れ
、

異
業
種
の
村
民
約
20
人
が
熱
心
な
議
論
を
交
わ
し
ま

し
た
。

　

今
回
行
わ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
鶴
居
村
に
お
け

る
「
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
」
の
実
施
を
テ
ー
マ

に
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
、
今
ま
で
の
「
楽

し
い
・
美
味
し
い
」
の
普
通
の
旅
行
に
、
そ
の
地
の

素
材
（
景
観
や
食
材
、
温
泉
な
ど
）
を
活
用
し
「
健

康
の
維
持
・
回
復
・
増
進
」
す
る
た
め
の
「
医
療
的

な
要
素
」
を
掛
け
合
わ
せ
た
旅
行
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
の
「
里
山
」

や
「
食
」
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が

な
さ
れ
、
参
加
者
の
「
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
」

実
施
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

村のヘルスツーリズムについて真剣に議論し合う参加者の皆さん

平
成
22
年
国
勢
調
査 

確
報

　

人
口
２
，
６
２
７
人　

世
帯
数
９
７
９
戸

　
　
　
　
　
　

平
成
17
年
の
人
口
を
45
人
下
回
る　

世
帯
数
は
44
戸
増

　

国
勢
調
査
は
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
10
月

１
日
を
調
査
日
と
し
て
、
普
段
、
住
ん
で
い

る
場
所
で
調
査
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
実
施
し
ま
し
た
国
勢
調
査
で
は
、
鶴

居
村
の
人
口
は
２
，
６
２
７
人
（
男
１
，

２
９
４
人
、
女
１
，
３
３
３
人
）
と
な
り
、

前
回
の
平
成
17
年
よ
り
も
45
人
下
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
世
帯
数
は
９
７
９

戸
と
な
り
、
前
回
と
比
べ
44
戸
増
加
し
ま
し

た
。

　

鶴
居
村
に
お
い
て
国
勢
調
査
人
口
が
一
番

多
か
っ
た
の
は
、
昭
和
30
年
の
４
，
８
２
４

人
で
、
こ
の
時
と
比
べ
る
と
四
割
以
上
も
減

少
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
国
勢

調
査
人
口
は
減
少
が
続
き
、
昭
和
40
年
に
は

４
千
人
台
を
切
り
、
昭
和
50
年
で
は
こ
れ
ま

で
で
一
番
少
な
い
２
，
６
５
１
人
と
い
う
結

果
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
60
年
に
は
「
つ

る
い
養
生
邑
病
院
」
の
開
設
等
に
よ
り
、
一

気
に
２
０
０
人
ほ
ど
増
え
、
２
，
８
５
６
人

を
数
え
ま
し
た
が
、
度
重
な
る
離
農
者
の
続

出
、
就
労
の
場
の
減
少
、
少
子
社
会
の
進
展

な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
平
成
７
年
の
調
査
で

は
２
，
８
０
０
人
を
下
回
る
結
果
に
終
わ
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
事
業
所
の
従
業
員
の

減
少
、
そ
し
て
核
家
族
化
な
ど
が
大
き
な

要
因
と
な
り
、
平
成
17
年
を
下
回
り
、
２
，

６
０
０
人
台
と
な
る
調
査
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

７　平成23年12月号



１日（木）
鶴居村商工会「プレミアム商品券」販売（１５日まで）
　 ９：００～　総合センター１階特設会場
鶴居老人クラブ健康相談
　 ９：３０～　鶴居老人寿の家
幌呂老人クラブ健康相談
　 ９：３０～　幌呂老人寿の家
上幌呂老人クラブ健康相談
　１０：００～　上幌呂コミュニティセンター
４日（日）
鶴居村小学生チームジャンプ選手権大会
　 ９：００～　スポーツセンター
５日（月）
特設人権相談所開設
　１３：００～　役場２階会議室
第１回タンチョウ生息状況一斉調査
　 ９：００～　村内一円
６日（火）
子育て支援事業「あそびのひろば」
　１０：００～　ふるさと情報館みなくる
年末調整説明会（農業事業者対象：鶴居地区）
　１０：００～　役場２階会議室
７日（水）
年末調整説明会（農業事業者対象：幌呂地区）
　１０：００～　幌呂農村環境改善センター
８日（木）
１歳６ヵ月、３歳児健診
　１３：００～　総合センター

１４日（水）
ＢＣＧ、３種混合、麻しん・風しん、２種混合予防接種
　１５：００～　鶴居診療所

１５日（木）
「おひさま」（親の会）
　１０：００～　役場２階和室

１６日（金）
鶴居村寿大学
　１０：００～　総合センター

１９日（月）
鶴居村社会福祉協議会「心配ごと相談所」
　１０：００～　総合センター第１研修室

２２日（木）
乳児健診
　１３：００～　総合センター

３０日（金）
役場御用納め・閉庁（１７：１５）
＊３１日（土）から１月５日（木）まで、年末年
始のため役場は閉庁しますが、４日（水）から
は日直の職員を配置しますので、緊急時などの
場合はご連絡ください。

歳
末
警
戒
を
実
施
し
ま
す

　

鶴
居
消
防
署
で
は
、
12
月
15
日
㈭
か
ら
31
日
㈯

ま
で
歳
末
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
も
残
す
と

こ
ろ
僅
か
と
な
り
、
何
か
と
慌
し
く
火
の
取
り
扱

い
も
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。
お
出
か
け
前
、

お
や
す
み
前
に
も
う
一
度
火
の
元
を
確
か
め
る
な
ど

「
わ
が
家
の
火
の
用
心
」
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
歳
末
警
戒
期
間
中
に
は
防
火
査
察
や
車

両
広
報
等
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
様
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
一
人
一
人

が
火
災
予
防
に
努
め
、
火
災
の
な
い
明
る
い
お
正

月
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

　

◎
冬
は
、
暖
房
器
具
か
ら
の
火
災
が
多
く
発
生

す
る
季
節
で
す
。
ス
ト
ー
ブ
は
正
し
く
使
い
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。

　

・
ス
ト
ー
ブ
の
上
方
で
洗
濯
物
を
干
さ
な
い
。

　

・
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
ス
プ
レ
ー
缶
を
置
か
な
い
。

　

・
火
を
つ
け
た
ま
ま
移
動
や
給
油
を
し
な
い
。

　

・
ス
ト
ー
ブ
の
火
が
確
実
に
消
え
て
か
ら
給
油
す
る
。

統
一
標
語

　
「
消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で　

も
う
一
度
」

　

火
事
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
北
部
消
防
事
務
組
合
鶴
居
消
防
署
・
鶴
居
消
防
団

　

☎
64
ｌ
２
３
４
４

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
北
海

道
連
携
会
議
を
設
立

　

去
る
10
月
７
日
、
赤
井
川
村

を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
「
日
本

で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
合
わ
せ
、
北
海
道
連
携
会
議
設
立

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
連
携
会
議
は
、「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟
す
る
北
海
道

内
６
町
村
の
連
携
を
強
化
し
、
各
地
域
自
ら
の
責

任
に
よ
る
日
本
で
最
も
美
し
い
村
づ
く
り
活
動
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
平
成
24
年

度
以
降
、
各
町
村
の
地
域
資
源
を
活
か
す
各
種
取

組
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

振
興
課
企
画
係

　

☎
64
ｌ
２
１
１
２

12
月
26
日
㈪
は
第
４
期
村
税
等
の
納

期
限
で
す

　

12
月
26
日
㈪
は
、
個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
及

び
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
の
第
４
期
納
期
限

で
す
の
で
、
期
限
内
の
納
付
に
つ
き
ま
し
て
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

な
お
、
村
税
や
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
お
困

り
の
方
は
、
分
割
納
付
な
ど
の
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

　

万
一
、
ご
相
談
や
納
税
の
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ

ま
す
と
、
督
促
状
を
発
送
す
る
な
ど
納
税
の
督
促

を
行
い
、そ
れ
で
も
な
お
完
納
さ
れ
な
い
場
合
は
、

や
む
を
得
ず
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
う
場

合
も
あ
り
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

個
人
住
民
税
と
固
定
資
産
税
は
振
興
課
税
務
係

（
☎
64
ｌ
２
１
１
２
）、
国
民
健
康
保
険
税
と
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
は
そ
れ
ぞ
れ

住
民
課
国
民
健
康
保
険
係
と
介
護
保
険
係
（
☎
64

ｌ
２
１
１
３
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■ごみの収集について（年末年始）

１２月３１日㈯から１月３日㈫まではごみの収集は行

いません。

■ごみ処分場の開場

　12月27日㈫通常どおり開場（午前8時～午後4時）

　12月30日㈮年末の臨時開場（午前8時～午後4時）

　 1月 7日㈯通常どおり開場（午前8時～午後4時）

お問合せ先：住民課住民係（☎64-2113）

■役場、教育委員会　12月 31日㈯～ 1月 5日㈭
＊役場では、1月 4日㈬から日直の職員を配置します
ので、緊急時などの場合にはご連絡ください。
■村立診療所　　　　12月 31日㈯～ 1月 5日㈭
■酪楽館　　　　　　12月 31日㈯～ 1月 5日㈭
■ふるさと情報館　　12月 29日㈭～ 1月 3日㈫
■総合センター、ファミリースポーツセンター、幌呂農
　村環境改善センター
　　　　　　　　　　12月 29日㈭～ 1月 4日㈬
■文化交流施設、地域体育センター
　　　　　　　　　　12月 31日㈯～ 1月 5日㈭

年末年始のごみ収集とごみ処分場の開場について 役場などの年末年始のお休みについて

平成23年12月号　８
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戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
旧
ソ
連
邦
ま
た
は

モ
ン
ゴ
ル
国
の
地
域
に
お
け
る
戦
後

強
制
抑
留
者
で
、
平
成
22
年
６
月

16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る
ご
存

命
の
方
で
す
。
（
特
別
措
置
法
施

行
日
（
平
成
22
年
６
月
16
日
）
以

降
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
相
続
人

は
請
求
で
き
ま
す
が
、
施
行
日
前

に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族
等

は
、
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。）

　

請
求
受
付
期
間
は
、
平
成
24
年

３
月
31
日
で
す
。
ま
だ
請
求
さ
れ

て
い
な
い
方
は
お
急
ぎ
く
だ
さ

い
。
請
求
期
間
内
に
特
別
給
付
金

の
支
給
の
請
求
を
し
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
請

求
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
当

基
金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
至
急
、
当
基
金
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。
な
お
、
既
に
特

別
給
付
金
を
支
給
さ
れ
た
方
は
、

再
度
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
お
問
合
せ
先
】

独
立
行
政
法
人　

平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金
事
業
部
特
別
給
付

金
認
定
担
当

　

☎
０
５
７
０
ｌ
０
５
９
ｌ
２
０
４

「
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
」
学
生
募
集
に
つ
い
て

　

中
学
校
を
卒
業
し
た
若
い
人
た

ち
が
対
象
の
「
陸
上
自
衛
隊
高
等

工
科
学
校
」
は
、
学
生
手
当
の
支

給
を
受
け
な
が
ら
自
衛
官
と
し
て

の
知
識
や
技
能
の
教
育
を
受
け
、

高
等
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
に
よ

り
、
３
年
修
了
時
に
は
高
等
学
校

の
卒
業
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
卒
業
時
（
修
業
年
限
４

年
）
に
は
、
三
等
陸
曹
に
任
官
さ

れ
る
魅
力
的
な
制
度
で
す
。

　

採
用
試
験
の
詳
細
は
次
の
と
お

り
で
す
。

⑴
種
目

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

⑵
応
募
資
格

　

中
学
校
卒
業
見
込
及
び
17
歳
未

　

満
の
男
子

⑶
受
付
期
間

　

平
成
23
年
11
月
１
日
㈫

　
　

〜
平
成
23
年
12
月
16
日
㈮

⑷
試
験
日
・
会
場

　

一
次
試
験

　

平
成
24
年
１
月
14
日
㈯

　

釧
路
市
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

⑸
試
験
内
容

　

国
語
、
数
学
、
社
会
、
理
科
、

　

英
語
及
び
作
文

【
お
問
合
せ
先
】

　

役
場
総
務
課
総
務
係

　

☎
64
ｌ
２
１
１
１

　

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部
釧

　

路
出
張
所

　

☎
22
ｌ
１
０
５
３

経
済
セ
ン
サ
ス
ｌ
活
動
調

査
を
実
施
し
ま
す

　

総
務
省
、
経
済
産
業
省
及
び
北

海
道
で
は
、
平
成
24
年
２
月
に
全

て
の
企
業
・
事
業
所
を
対
象
と
し

た「
経
済
セ
ン
サ
ス
ｌ
活
動
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

経
済
セ
ン
サ
ス
ｌ
活
動
調
査

は
、
我
が
国
に
お
け
る
産
業
構
造

を
包
括
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
政
府
の
重
要
な
調

査
で
、
統
計
法
に
基
づ
い
た
報
告

義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で

す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
の
各
種
行
政

施
策
を
は
じ
め
、
地
域
の
産
業
振

興
や
商
店
街
の
活
性
化
な
ど
の
地

域
行
政
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生

し
た
平
成
23
年
の
経
済
活
動
を
明

ら
か
に
す
る
今
回
調
査
の
結
果

は
、
今
後
の
経
済
活
動
の
復
興
状

況
を
確
認
し
て
い
く
た
め
に
不
可

欠
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

調
査
票
は
、
平
成
24
年
１
月
末

日
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
総
合
振
興
局
地
域
政
策
課

　

☎
43
ｌ
９
１
４
５

　

鶴
居
村
役
場
振
興
課
企
画
係

　

☎
64
ｌ
２
１
１
２

「
震
災　

法
テ
ラ
ス
ダ
イ
ヤ

ル
」
に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
、
日
本
司
法
支
援
セ

ン
タ
ー
（
愛
称:

法
テ
ラ
ス
）
で

は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の

方
々
の
法
的
支
援
に
特
化
し
た
電

話
窓
口
と
し
て
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
法
テ
ラ
ス
・
サ
ポ
ー

ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
仙
台
市
）
内
に
、

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
「
震
災　

法
テ

ラ
ス
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
設
け
、
本
年

11
月
１
日
㈫
か
ら
受
付
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

　
「
震
災　

法
テ
ラ
ス
ダ
イ
ヤ
ル
」

は
、
二
重
ロ
ー
ン
や
相
続
の
問
題

を
は
じ
め
、
被
災
者
が
直
面
す
る

法
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
解
決
に

役
立
つ
各
種
法
制
度
な
ど
に
つ
い

て
の
情
報
を
電
話
で
提
供
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
り
、
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
全
国
各
地
に
い
る
被
災
者
に

無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

⑴
業
務
実
施
日

　

11
月
１
日
か
ら

⑵
業
務
時
間

　

平
日　

午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

　

土
曜　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

⑶
業
務
内
容

　

被
災
さ
れ
た
方
が
直
面
す
る
法

的
問
題
の
解
決
に
役
立
つ
法
制
度

や
各
種
手
続
、
相
談
窓
口
等
の
情

報
を
提
供
。

【
お
問
合
せ
先
】

　
「
震
災 

法
テ
ラ
ス
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０
ｌ
０
７
８
３
０
９

12
月
は
地
方
税
滞
納
整
理

強
調
月
間
で
す

　

北
海
道
と
各
市
町
村
で
は
、
税

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
共
同
で

徴
収
対
策
を
強
化
し
、
差
し
押
さ

え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
実
施
し
ま

す
。

　

ま
だ
地
方
税
を
納
め
て
い
な
い

方
は
速
や
か
に
納
税
い
た
だ
く

か
、
納
税
に
関
す
る
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
ご
相
談
先
】

　

道
税
の
窓
口

　
　

釧
路
総
合
振
興
局
納
税
課

　
　

☎
43
ｌ
９
１
７
５

　

村
税
の
窓
口

　
　

鶴
居
村
役
場
振
興
課
税
務
係

　
　

☎
64
ｌ
２
１
１
２

休
日
公
証
相
談
の
実
施
に

つ
い
て

　

釧
路
公
証
人
役
場
で
は
、
次
の

と
お
り
面
談
又
は
電
話
に
よ
る

「
休
日
公
証
相
談
」
を
実
施
し
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑴
日
時

　

12
月
23
日
㈮　

10
時
〜
16
時

⑵
場
所

　

釧
路
公
証
人
役
場
（
釧
路
市
末

　

広
町
７
丁
目
２
番
地　

金
森
ビ

　

ル
１
階
）

⑶
ご
相
談
内
容

　

遺
言
・
相
続
・
任
意
後
見
・
離

　

婚
に
伴
う
養
育
費
等
（
相
談
料

　

は
無
料
で
す
）

⑷
お
申
込
方
法

　

面
談
に
よ
る
相
談
を
希
望
さ
れ

　

る
方
は
、
12
月
22
日
㈭
ま
で
に

　

電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

☎
25
ｌ
１
３
６
５



住民課健康推進係（☎64-2113）
鶴居村地域包括支援センター（☎64-2999）
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講演終了後に記入していただいたアンケートの結果について、主なものを紹介しま講演終了後に記入していただいたアンケートの結果について、主なものを紹介します。す。

お知らせ
◎今回この研修会を受講された方に認知症サポーターの証であ
る《オレンジリング》が配布されました。鶴居村地域包括支援
センターでは、認知症の方への適切な対応の仕方を理解するた
め、認知症サポーター養成講座を開催します。身近かな地域で
集まりがあれば出向くことができますのでご連絡下さい。

・早期発見・早期治療・治療薬があることで進行をおさえることができるとのことで
認知症について少し考えが変わりました。

・地域活動に本日の知識を少しでも活かせると考えています。
・講演会を通して今迄知らなかった認知症に関する知識と理解が深まりました。介護
される人より、介護する人の立場を理解してやることの大切さも改めてわかりました。

・認知症について、本人そして家族共々本当に大変な事と感じました。認知症にかからない
よう日常的に考えて行動していかなければと強く感じました。参加して本当に良かったと
思います。

・認知症家族を持つ事の大変さを知る事ができた気がします。地域や家族等のサポートの重
要性を感じる事ができました。

　はじめに、北海道勤労者医療協会勤医協中央病院名誉院長の伊古
田俊夫先生から「認知症の理解」について講演がありました。最新
の統計資料から、認知症を有する高齢者の割合が増加していること、
虐待やごみ屋敷問題、運転免許更新時の認知症検査について紹介さ
れました。早期発見の大切さ、認知症の原因となるいろいろな病気、
症状や最新の治療薬についての説明もあり、リハビリの分野では本
の音読や簡単な計算が有効であるとの興味深いお話でした。

　次に、実際にご両親を介護していた体験を、北海道認知症の人を支
える家族の会の副会長である中田妙子さんの講演を聞きました。中田
さんは、まわりの助けを求めること、抱え込まずに介護することの大
切さについてお話されていました。

　認知症サポーター養成講座では、講師である認知症キャラバンメイトの
佐々木幸子さんから、家族が認知症の人の気持ちがわかり適切な対応がで
きるようになるまでの葛藤や、認知症の人への具体的な対応の心得などに
ついてお話がありました。

対応するときにに大切な　三つの“ない”　
１驚かせない　２急がせない　３自尊心を傷つけない
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●開館時間……10：00～18：15●開館時間……10：00～18：15
●休●休　　館館　　日……日……12月の休館日は、12月20日（火曜日）です。12月の休館日は、12月20日（火曜日）です。
　年末年始は12月29日㈭から1月3日㈫まで休館します。　年末年始は12月29日㈭から1月3日㈫まで休館します。
●貸し出し……【本・雑誌・紙芝居】●貸し出し……【本・雑誌・紙芝居】
　　　　　　　　２週間（１人５冊まで）　　　　　　　　２週間（１人５冊まで）
　　　　　　　【ＣＤ・ＶＴＲ】　　　　　　　【ＣＤ・ＶＴＲ】
　　　　　　　　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）　　　　　　　　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）

干し野菜百科
濱田　美里　著

　実野菜・根菜・葉野菜
から、きのこや果物、香
味野菜まで、今注目の干
し野菜の作り方を一挙紹
介。６６種類の野菜の切
り方・干し方・保存法、
食べ方、簡単レシピ８２
を収録した干し野菜のバ
イブル。

母のはなし
群　ようこ　著

　昭和５年、子煩悩な父
と大らかな母の４番目の
子として生まれたハルエ。
父の急逝で生活は一変す
るも健やかに成長し、や
がて見合い結婚。だが浪
費家の夫に悩まされ…。
すべての母と娘に贈る物
語。

食のつくりびと　
北海道でおいしいもの
をつくる２０人の生産者

小西　由稀　著
　お皿の向こう側で食を
つくり育てる人の言葉は、
年代や仕事のジャンルを
越え、今の時代に響く大
切な何かを大いに秘めて
いる。北海道の食のつく
りびと２０組の物語を紹
介する。

ほんとはね…
かえで　のんこ　著

　ママがお仕事頑張ってるの、知ってるよ。だからい
い子にしているね。いつもいい子にしているけれど、

ほんとはいい子
じゃないんだよ。
ほんとのほんと
はね…。キュー
トなワンちゃん
が、心の奥にそっ
と触れる絵本。

悪虐
新堂　冬樹　著

　最愛の女性がスキルス
性の癌に侵され、余命３ヶ
月と宣告されてから、花
崎修次は凄まじい暴虐を
始める。男が心を捨てて
まで手に入れたかったも
のとは。未体験の戦慄と
哀感。血塗られた超純愛
小説。

ユーレイ城のなぞ
ジェロニモ・スティルトン著
　「中央新聞で働くジェロ
ニモは、真夜中に車を走
らせるうち、森で迷子に
なった。辿りついた古い
城で、ネズミのガイコツ
やネコのユーレイと遭遇
し…。世界で６０００万
部突破の超人気シリーズ、
ついに日本に上陸。
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　“愛食運動”の輪をより一層広げていくため、「地産
地消」「食育」などの活動を実践していただく、『道内
の企業や団体（支店、支部を含む）及び３名以上のグ
ループ』を募集します。「愛食応援団」の取り組みは
道のホームページなどで広くご紹介しますので、ぜひ
ご登録ください。
【申請先】
●申請者の所在地がある総合振興局または振興局
●申請者の事務所等が複数あり、所在地が２つ以上
の総合振興局または振興局をまたがる場合は、北
海道庁農政部

　※申請方法など詳しくはホームページ
（http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ns/shs/
dosanday/ouendan.htm）をご覧ください。

【お問合せ先】
　北海道農政部食の安全推進局食品衛生課
　☎０１１－２０４－５４２９

　

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し

た
心
温
ま
る
善
意
に
、
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
特
別
天
然
記
念
物
「
タ
ン
チ
ョ

ウ
」
の
愛
護
に
関
す
る
事
業
の
た

め
に

　

相
模
原
市　

木 

内 

哲 

也　

様

　
　
　
　

金
五
○
○
、
○
○
○
円

　

相
模
原
市　

木 

内 

美 

代　

様

　
　
　
　

金　

七
○
、
○
○
○
円

●
釧
路
湿
原
を
含
め
た
自
然
環
境

の
保
全
等
に
関
す
る
事
業

　

相
模
原
市　

木 

内 

哲 

也　

様

　
　
　
　

金
六
○
○
、
○
○
○
円

　

相
模
原
市　

木 

内 

美 

代　

様

　
　
　
　

金
一
○
○
、
○
○
○
円

●
地
域
振
興
及
び
地
域
福
祉
等
に

関
す
る
事
業

　

相
模
原
市　

木 

内 

哲 

也　

様

　
　
　
　

金
五
○
○
、
○
○
○
円

　

相
模
原
市　

木 

内 

美 

代　

様

　
　
　
　

金
一
○
○
、
○
○
○
円

　

鶴
居
南　
　

小 
池 

一 

夫　

様

　
　
　
　

金
一
○
○
、
○
○
○
円

●
避
難
施
設
用
仮
設
分
電
盤

　
（
コ
ン
セ
ン
ト
回
路
）　

１
台

　
　

北
電
工
業
株
式
会
社　
　

様

自自然然 観観察察 会会

北のめぐみ愛食応援団募集北のめぐみ愛食応援団募集

●リースを作ろう
【日　　時】12月11日(日)
　　　　　 午後1時から午後3時まで
【場　　所】 温根内ビジターセンター
【参 加 料】500円
【お申込先】温根内ビジターセンター
　　　　　（☎65-2323）

●ヒバでドア飾りを作ろう
【日　　時】12月11日(日) 
　　　午後0時30分から午後3時30分まで
【場　　所】塘路湖エコミュージアムセンター
【参 加 料】2,000円
【持 ち 物】枝切りバサミ・エプロン
【お申込先】塘路湖エコミュージアムセンター
　　　　　 （☎015-487-3003）

　冬になり、鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリの
ネイチャーセンターがオープンしました。給餌場には、
ぞくぞくとタンチョウが集まっています。スライド
ショーも行っていますので、ぜひ足を運んでください。
⑴開館時間　午前９時から午後４時３０分
　休館日　　火・水曜日（祝日は除く）
　　　　　　１２月２６日（月）から３０日（金）
　入館料　　無料
　お問合せ　鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ
　　　　　　☎64-2620

　丹頂群太鼓同好会では、一緒に太鼓の演奏をする
メンバーを募集しています。
　「太鼓を叩いてみたい」など、太鼓に興味がある
方は練習の様子を見に来ませんか？
　お待ちしています。
⑴練習場所　総合センター２階視聴覚室
⑵練習曜日　第１、３金曜日　19:00 ～ 21:00
　　　　　　第２、４水曜日　19:00 ～ 21:00
　※その月によって曜日が変更になる場合があります。
【お問合せ】小野　学　☎ 090-3118-8831
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サンクチュアリ便り　～この夏のニュース～

○冬期自然採食地　新しく５か所完成
　今年もタンチョウの越冬シーズンがやってきました。給餌場では日に日に数が増
し、にぎやかな声が鳴り響いています。これから冬をむかえるタンチョウたちが給
餌場だけでなく、水辺で自然の餌もとれるように、サンクチュアリでは今年新たに
５か所の冬期自然採食地をつくりました。
　５か所のうちの２か所は、下雪裡地区にある牧草地の明渠を整備しました。下雪
裡での整備は、今回が初めてです。自然採食地をつくる際に基準の１つとしている
のが、周辺にタンチョウのねぐらや給餌場があるかどうか。タンチョウが普段から
行き来しているエリアにつくれば、自然採食地を利用する確率が高くなるからです。
下雪裡は「鶴見台」やねぐらとなっている雪裡川が流れ、多くのタンチョウが過ご
しているので、自然採食地をつくるのにとても適しています。
　整備を進めることができた背景には、水辺を所有する方のご理解とご協力があり
ました。今回の水路を所有している方
の農場では、以前タンチョウが牛舎に
入って牛を驚かせてしまったことがあ
りました。そんなタンチョウのために
協力してください、というのは無理な
お願いかと思ったのですが、活動の意
図をくんでくださり、協力してくださ
いました。
　作業は今年も東京近郊から手伝いに
来てくれた大学生やボランティア・ツ
アーの参加者など、多くの方の協力に
より実施することができました。今後も冬期自然採食地の拡大にむけて活動してい
きます。

○タンチョウのための野鳥保護区が釧路湿原国立公園に登録
　以前本紙でもご紹介しました
温根内にある日本野鳥の会の野
鳥保護区３か所が、今年９月30
日に正式に釧路湿原国立公園に
登録されました。
　野鳥の会では、タンチョウが
暮らす湿原のうち、法的な保護
指定がない場所を守るため、野
鳥保護区の設置を行っていま
す。特に、釧路湿原や風蓮湖と
いった国立公園や鳥獣保護区
に指定されているエリアの隣接
地に野鳥保護区を設置すること
で、のちにそこが国立公園に組
みこまれ、法的な保護面積が広
がることを目指して活動してきました。今回は、野鳥保護区のほか、その周辺の湿
原も含めた合計126haが登録されました。
　登録された「早瀬・古山・渡邊野鳥保護区温根内」は、温根内ビジターセンター
の近くの道道53号線沿いから見ることができます。一面に黄金色のヨシが誇らし
げに揺れています。

下雪裡地区での自然採食地づくり

釧路湿原国立公園の拡張区域と、日本野鳥の会の保護区の位置

鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ
伊　藤　加　奈

電話　64-2620 ／ FAX 64-2239
http://www.wbsj.org/sanctuary/tsurui/
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※「赤丸」は、平成23年10月８日に新たに加盟した町村です。

❶ 北海道　美瑛町［事務局］
❷ 北海道　赤井川村
❸ 山形県　大蔵村
❹ 岐阜県　白川村
❺ 長野県　大鹿村
❻ 徳島県　上勝町
❼ 熊本県　南小国町
❽ 宮崎県　高原町
❾ 長野県　木曽町開田高原
10 北海道　標津町
11 岐阜県下呂市　馬瀬
12 北海道　鶴居村
13 北海道　京極町
14 山形県　飯豊町
15 長野県　中川村
16 長野県　南木曽町
17 京都府　伊根町
18 高知県　馬路村
19 秋田県　小坂町
20 秋田県　東成瀬村
21 群馬県　昭和村
22 群馬県中之条町　伊参
23 山梨県　早川町

24 長野県　小川村
25 長野県　池田町
26 奈良県　曽爾村
27 島根県　海士町
28 岡山県　新庄村
29 愛媛県　上島町
30 福岡県八女市　星野村
31 長崎県　小値賀町
32 宮崎県　綾町
33 鹿児島県　喜界町
34 福島県　飯舘村
35 福島県　北塩原村
36 長野県　高山村
37 奈良県　十津川村
38 鳥取県　智頭町
39 沖縄県　多良間村

40 北海道　黒松内町
41 群馬県中之条町　六合
42 岐阜県　東白川村
43 高知県　本山町
44 大分県由布市湯布院町　塚原

10月末
住民登録人口

　早いもので、残すところ１ヵ月となりました。
　今年は、３月１１日の東日本大震災や台風１２
号による被災など、国内では非常に自然災害が
多く起きた年となりました。被災地の１日も早
い復興を切に願うばかりです。
　さて、筆者が広報の担当となり、早くも半年
が経過しました。それまでの広報に比べ、見づ
らい、読みにくい等、皆さんにはご不便をお掛
けし申し訳ありません。新年からは、気持ちを
新たに少しでも読みやすい広報づくりを心掛け
て行きたいと思いますので、今後ともご愛読の
ほどよろしくお願いします。（Ｍ）

奈良県 十津川村（とつかわむら）

　十津川村は、紀伊半島の中央に位置する日本一
大きな村です。全国初の源泉かけ流し宣言を行っ
た十津川温泉郷、日本有数の長さを誇る谷瀬の吊
り橋、神々が宿り日本最古といわれる玉置神社な
どがあり、世界遺産の熊野古道には「にほんの里
１００選」に選ばれた果無集落など日本の原風景
が残されています。
お問合せ先　十津川村役場（TEL0746-62-0004）
〒637-1333 奈良県吉野郡十津川村大字小原255-1 
http://www.vill.totsukawa.lg.jp
（台風12号の影響により被災された方々に対し、心
からお見舞いを申し上げます。）

■人口 
総数 2,532 人
（前月比 － 5人）
昨年同期は 2,546 人で、対前年比較
は－14人です。

男 1,273 人（前月比－3人）
女 1,259 人（前月比－2人）

■世帯数
 1,060 戸（前月比－1戸）
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